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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　現実空間を撮影した複数の静止画データを取得するデータ取得工程と、

　複数の前記静止画データのうち少なくとも１つの前記静止画データに撮影された対象物

の特徴点に対応付けて、前記現実空間の前記対象物に第１の仮想イメージを重畳表示させ

るためのマーカ情報を作成するマーカ情報作成工程と、

　複数の前記静止画データに基づいて前記現実空間の三次元モデルを作成する三次元モデ

ル作成工程と、

　前記三次元モデルに含まれる前記対象物に対応付けて、前記三次元モデルに基づいて表

示される仮想空間の前記対象物に第２の仮想イメージを重畳表示させるためのオブジェク

ト情報を作成するオブジェクト情報作成工程と、を有し、

　前記マーカ情報作成工程は、

　　複数の前記静止画データのうち前記対象物が撮影された前記静止画データの選択と、

当該対象物が撮影された対象物範囲の指定とを受け付けて、前記選択に基づく前記静止画

データのうち前記指定に基づく前記対象物範囲に含まれる前記対象物の特徴点を抽出し、

当該特徴点に対応付けて前記マーカ情報を作成し、

　前記オブジェクト情報作成工程は、

　　前記三次元モデルの位置座標系において前記対象物を特定し、当該対象物に対応付け

て前記オブジェクト情報を作成する、

　情報処理方法。
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【 請 求 項 ２ 】

　 現 実 空 間 を 撮 影 し た 複 数 の 静 止 画 デ ー タ を 取 得 す る デ ー タ 取 得 工 程 と 、

　 複 数 の 前 記 静 止 画 デ ー タ の う ち 少 な く と も １ つ の 前 記 静 止 画 デ ー タ に 撮 影 さ れ た 対 象 物

の 特 徴 点 に 対 応 付 け て 、 前 記 現 実 空 間 の 前 記 対 象 物 に 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ

る た め の マ ー カ 情 報 を 作 成 す る マ ー カ 情 報 作 成 工 程 と 、

　 複 数 の 前 記 静 止 画 デ ー タ に 基 づ い て 前 記 現 実 空 間 の 三 次 元 モ デ ル を 作 成 す る 三 次 元 モ デ

ル 作 成 工 程 と 、

　 前 記 三 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 前 記 対 象 物 に 対 応 付 け て 、 前 記 三 次 元 モ デ ル に 基 づ い て 表

示 さ れ る 仮 想 空 間 の 前 記 対 象 物 に 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ る た め の オ ブ ジ ェ ク

ト 情 報 を 作 成 す る オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 工 程 と 、 を 有 し 、

　 前 記 マ ー カ 情 報 作 成 工 程 は 、

　 　 前 記 対 象 物 を 探 索 す る た め の 探 索 条 件 の 設 定 を 受 け 付 け て 、 前 記 設 定 に 基 づ く 前 記 探

索 条 件 に 従 っ て 前 記 静 止 画 デ ー タ に 含 ま れ る 前 記 対 象 物 を 探 索 す る 画 像 処 理 を 行 い 、 前 記

画 像 処 理 に よ り 探 索 さ れ た 前 記 対 象 物 の 特 徴 点 を 抽 出 し 、 当 該 特 徴 点 に 対 応 付 け て 前 記 マ

ー カ 情 報 を 作 成 し 、

　 前 記 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 工 程 は 、

　 　 前 記 三 次 元 モ デ ル の 位 置 座 標 系 に お い て 前 記 対 象 物 を 特 定 し 、 当 該 対 象 物 に 対 応 付 け

て 前 記 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 を 作 成 す る 、

　 情 報 処 理 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 同 一 の 前 記 対 象 物 に 対 応 付 け ら れ た 前 記 マ ー カ 情 報 及 び 前 記 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 は 、

　 　 前 記 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ 及 び 前 記 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 す る と き の 表 示 態 様

と し て 、 共 通 の 前 記 表 示 態 様 が 設 定 さ れ る 、

　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 情 報 処 理 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 第 １ の 端 末 装 置 に て 前 記 現 実 空 間 を 撮 影 し た と き の 撮 影 範 囲 に 前 記 対 象 物 の 前 記 特 徴 点

が 含 ま れ る と き 、 当 該 特 徴 点 に 対 応 付 け ら れ た 前 記 マ ー カ 情 報 に 基 づ く 前 記 第 １ の 仮 想 イ

メ ー ジ を 前 記 現 実 空 間 の 前 記 対 象 物 に 重 畳 表 示 す る 第 １ の 表 示 処 理 工 程 と 、

　 第 ２ の 端 末 装 置 に て 前 記 三 次 元 モ デ ル に 基 づ い て 前 記 仮 想 空 間 を 表 示 し た と き の 表 示 範

囲 に 前 記 対 象 物 が 含 ま れ る と き 、 当 該 対 象 物 に 対 応 付 け ら れ た 前 記 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 に 基

づ く 前 記 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 前 記 仮 想 空 間 の 前 記 対 象 物 に 重 畳 表 示 す る 第 ２ の 表 示 処 理

工 程 と 、 を さ ら に 有 す る 、

　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 情 報 処 理 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 遠 隔 操 作 可 能 又 は 自 律 移 動 可 能 な 無 人 移 動 体 が 備 え る カ メ ラ を 用 い て 現 実 空 間 を 撮 影 し

た 複 数 の 静 止 画 デ ー タ を 取 得 す る デ ー タ 取 得 工 程 と 、

　 複 数 の 前 記 静 止 画 デ ー タ の う ち 少 な く と も １ つ の 前 記 静 止 画 デ ー タ に 撮 影 さ れ た 対 象 物

の 特 徴 点 に 対 応 付 け て 、 前 記 現 実 空 間 の 前 記 対 象 物 に 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ

る た め の マ ー カ 情 報 を 作 成 す る マ ー カ 情 報 作 成 工 程 と 、

　 複 数 の 前 記 静 止 画 デ ー タ に 基 づ い て 前 記 現 実 空 間 の 三 次 元 モ デ ル を 作 成 す る 三 次 元 モ デ

ル 作 成 工 程 と 、

　 前 記 三 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 前 記 対 象 物 に 対 応 付 け て 、 前 記 三 次 元 モ デ ル に 基 づ い て 表

示 さ れ る 仮 想 空 間 の 前 記 対 象 物 に 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ る た め の オ ブ ジ ェ ク

ト 情 報 を 作 成 す る オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 工 程 と 、

　 第 １ の 端 末 装 置 に て 前 記 現 実 空 間 を 撮 影 し た と き の 撮 影 範 囲 に 前 記 対 象 物 の 前 記 特 徴 点

が 含 ま れ る と き 、 当 該 特 徴 点 に 対 応 付 け ら れ た 前 記 マ ー カ 情 報 に 基 づ く 前 記 第 １ の 仮 想 イ

メ ー ジ を 前 記 現 実 空 間 の 前 記 対 象 物 に 重 畳 表 示 す る 第 １ の 表 示 処 理 工 程 と 、

　 第 ２ の 端 末 装 置 に て 前 記 三 次 元 モ デ ル に 基 づ い て 前 記 仮 想 空 間 を 表 示 し た と き の 表 示 範

囲 に 前 記 対 象 物 が 含 ま れ る と き 、 当 該 対 象 物 に 対 応 付 け ら れ た 前 記 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 に 基

づ く 前 記 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 前 記 仮 想 空 間 の 前 記 対 象 物 に 重 畳 表 示 す る 第 ２ の 表 示 処 理
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工 程 と 、 を 有 す る 、

　 情 報 処 理 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 情 報 処 理 方 法 が 備 え る 各 工 程 を 実 行 す る

制 御 部 を 備 え る 、

　 情 報 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 ４ 又 は 請 求 項 ５ に 記 載 の 情 報 処 理 方 法 が 備 え る 各 工 程 を 実 行 す る 情 報 処 理 シ ス テ

ム で あ っ て 、

　 前 記 デ ー タ 取 得 工 程 、 前 記 マ ー カ 情 報 作 成 工 程 、 前 記 三 次 元 モ デ ル 作 成 工 程 、 及 び 、 前

記 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 工 程 を 実 行 す る 制 御 部 を 備 え る １ 又 は 複 数 の 情 報 処 理 装 置 と 、

　 前 記 第 １ の 表 示 処 理 工 程 を 実 行 す る 制 御 部 を 備 え る １ 又 は 複 数 の 前 記 第 １ の 端 末 装 置 と

、

　 前 記 第 ２ の 表 示 処 理 工 程 を 実 行 す る 制 御 部 を 備 え る １ 又 は 複 数 の 前 記 第 ２ の 端 末 装 置 と

、 を 備 え る 、

　 情 報 処 理 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 情 報 処 理 方 法 、 情 報 処 理 装 置 、 及 び 、 情 報 処 理 シ ス テ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 近 年 、 拡 張 現 実 （ Ａ Ｒ ： Ａ ｕ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ ｅ ｄ 　 Ｒ ｅ ａ ｌ ｉ ｔ ｙ ） 、 複 合 現 実 （ Ｍ Ｒ ： Ｍ

ｉ ｘ ｅ ｄ 　 Ｒ ｅ ａ ｌ ｉ ｔ ｙ ） 、 仮 想 現 実 （ Ｖ Ｒ ： Ｖ ｉ ｒ ｔ ｕ ａ ｌ 　 Ｒ ｅ ａ ｌ ｉ ｔ ｙ ） と 呼

ば れ る 画 像 処 理 技 術 を 様 々 な 目 的 や 用 途 で 活 用 す る た め の 研 究 ・ 開 発 が 盛 ん に 行 わ れ て い

る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 建 築 現 場 に て 現 場 作 業 者 に よ り 使 用 さ れ る Ａ Ｒ 対 応 機 器 と

、 設 計 事 務 所 に て 設 計 者 に よ り 使 用 さ れ る Ｖ Ｒ 対 応 機 器 と で 構 成 さ れ る 画 像 共 用 シ ス テ ム

が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ １ － ０ ８ １ ９ ４ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 画 像 共 用 シ ス テ ム は 、 Ｖ Ｒ 対 応 機 器 で は 、 建 物 の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ

を 基 に 作 成 し た 建 物 の Ｖ Ｒ 画 像 を 表 示 し 、 Ａ Ｒ 対 応 機 器 で は 、 カ メ ラ で 撮 影 し た 画 像 に 、

建 物 の Ｖ Ｒ 画 像 を 重 ね 合 わ せ た Ａ Ｒ 画 像 を 表 示 す る こ と で 、 例 え ば 、 現 場 の 建 物 の 状 態 と

、 完 成 後 の 建 物 の 状 態 と を 確 認 す る も の で あ る 。 そ の た め 、 画 像 共 用 シ ス テ ム の 動 作 に は

、 建 物 の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 取 得 が 前 提 と さ れ て い る 。 ま た 、 現 場 作 業 者 と 設 計 者 と の 間 で 建

物 全 体 に 関 す る 情 報 を 共 用 し て 作 業 を 行 う も の で あ る が 、 例 え ば 、 建 物 の う ち の 特 定 の 対

象 物 に 対 し て 画 像 を 重 畳 表 示 す る も の で は な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 現 実 空 間 と 仮 想 空 間 と の 間

で 簡 便 に 情 報 共 有 を 行 う こ と を 可 能 と す る 情 報 処 理 方 法 、 情 報 処 理 装 置 、 及 び 、 情 報 処 理

シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る も の で あ っ て 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 情 報 処 理 方 法

は 、
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　 現 実 空 間 を 撮 影 し た 複 数 の 静 止 画 デ ー タ を 取 得 す る デ ー タ 取 得 工 程 と 、

　 複 数 の 前 記 静 止 画 デ ー タ の う ち 少 な く と も １ つ の 前 記 静 止 画 デ ー タ に 撮 影 さ れ た 対 象 物

に 対 応 付 け て 、 前 記 現 実 空 間 の 前 記 対 象 物 に 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ る た め の

マ ー カ 情 報 を 作 成 す る マ ー カ 情 報 作 成 工 程 と 、

　 複 数 の 前 記 静 止 画 デ ー タ に 基 づ い て 前 記 現 実 空 間 の 三 次 元 モ デ ル を 作 成 す る 三 次 元 モ デ

ル 作 成 工 程 と 、

　 前 記 三 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 前 記 対 象 物 に 対 応 付 け て 、 前 記 三 次 元 モ デ ル に 基 づ い て 表

示 さ れ る 仮 想 空 間 の 前 記 対 象 物 に 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ る た め の オ ブ ジ ェ ク

ト 情 報 を 作 成 す る オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 工 程 と 、 を 有 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 情 報 処 理 方 法 に よ れ ば 、 現 実 空 間 を 撮 影 し た 複 数 の 静 止 画 デ

ー タ か ら 、 現 実 空 間 の 対 象 物 に 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ る た め の マ ー カ 情 報 と

、 現 実 空 間 の 三 次 元 モ デ ル と 、 現 実 空 間 の 三 次 元 モ デ ル に 基 づ い て 表 示 さ れ る 仮 想 空 間 の

対 象 物 に 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ る た め の オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 と が 作 成 さ れ る 。

そ の た め 、 現 実 空 間 を 撮 影 し た 複 数 の 静 止 画 デ ー タ を 用 意 す る こ と で 、 現 実 空 間 に 対 す る

マ ー カ 情 報 と 、 仮 想 空 間 に 対 す る 三 次 元 モ デ ル 及 び オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 と が 作 成 さ れ る の で

、 現 実 空 間 と 仮 想 空 間 と の 間 で 簡 便 に 情 報 共 有 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 以 外 の 課 題 、 構 成 及 び 効 果 は 、 後 述 す る 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 に て 明 ら か に さ

れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 情 報 処 理 シ ス テ ム １ の 一 例 を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る

【 図 ２ 】 情 報 処 理 装 置 ２ の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 第 １ の 端 末 装 置 ３ の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 第 ２ の 端 末 装 置 ４ の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 情 報 処 理 装 置 ２ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ６ 】 マ ー カ 情 報 作 成 画 面 ２ ６ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 三 次 元 モ デ ル 作 成 画 面 ２ ７ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 画 面 ２ ８ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 第 １ 及 び 第 ２ の 端 末 装 置 ３ 、 ４ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 １ ０ 】 現 実 空 間 の 対 象 物 に 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 し た Ａ Ｒ 表 示 画 面 ３ ８ の 一

例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 仮 想 空 間 の 対 象 物 に 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 し た Ｖ Ｒ 表 示 画 面 ４ ７ の 一

例 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

（ 情 報 処 理 シ ス テ ム １ ）

　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 情 報 処 理 シ ス テ ム １ の 一 例 を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る 。 情 報 処

理 シ ス テ ム １ は 、 現 実 空 間 に お け る 現 場 を 視 認 す る 第 １ の ユ ー ザ １ １ と 、 現 場 か ら 離 れ た

遠 隔 地 に て 仮 想 空 間 に お け る 現 場 を 視 認 す る 第 ２ の ユ ー ザ １ ２ と が 所 定 の 作 業 を 行 う 際 に

、 第 １ 及 び 第 ２ の ユ ー ザ １ １ 、 １ ２ を 支 援 す る た め に 使 用 さ れ る シ ス テ ム で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 現 場 は 、 例 え ば 、 原 子 力 発 電 所 等 の 発 電 施 設 、 イ ン フ ラ 施 設 、 プ ラ ン ト 施 設 、 工 場 、 観

光 施 設 、 教 育 施 設 、 レ ジ ャ ー 施 設 、 ビ ル 、 集 合 住 宅 、 戸 建 住 宅 等 で あ る 。 な お 、 現 場 は 、

そ れ ら の 建 築 現 場 や 解 体 現 場 で も よ く 、 屋 内 及 び 屋 外 の い ず れ で も よ い 。 作 業 は 、 各 現 場

に 応 じ た 任 意 の 作 業 で あ り 、 例 え ば 、 点 検 、 保 守 、 廃 炉 、 案 内 、 教 育 、 説 明 、 建 築 、 解 体
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等 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 現 場 は 原 子 力 発 電 所 で あ り 、 作 業 は 廃 炉 に 関 す る も の で あ る

場 合 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 情 報 処 理 シ ス テ ム １ は 、 そ の 構 成 と し て 、 デ ー タ 作 成 者 １ ０ が 使 用 す る 情 報 処 理 装 置 ２

と 、 第 １ の ユ ー ザ １ １ が 使 用 す る 第 １ の 端 末 装 置 ３ と 、 第 ２ の ユ ー ザ １ ２ が 使 用 す る 第 ２

の 端 末 装 置 ４ と 、 各 装 置 ２ ～ ４ の 間 を 相 互 に 通 信 可 能 に 接 続 す る ネ ッ ト ワ ー ク ５ と を 備 え

る 。 ネ ッ ト ワ ー ク ５ は 、 有 線 、 無 線 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で も よ い し 、 公 衆 通 信 網 、 専

用 通 信 網 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で も よ い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 な お 、 各 装 置 ２ ～ ４ の 数 は 、 図 １ の 例 に 限 ら れ ず 、 複 数 で あ っ て も よ く 、 そ の 場 合 に は

、 同 一 の 現 場 に て 複 数 の 第 １ の ユ ー ザ １ １ と 、 複 数 の 第 ２ の ユ ー ザ １ ２ と が 作 業 を 行 っ て

も よ い 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の ユ ー ザ １ １ 、 １ ２ は 、 別 々 の 人 物 で あ る が 、 第 １ 及 び 第 ２

の ユ ー ザ １ １ 、 １ ２ の い ず れ か は 、 デ ー タ 作 成 者 １ ０ と 共 通 の 人 物 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 例 え ば 、 汎 用 又 は 専 用 の コ ン ピ ュ ー タ 等 で 構 成 さ れ る 。 情 報 処 理 装

置 ２ は 、 現 実 空 間 を 撮 影 し た 複 数 の 静 止 画 デ ー タ に 基 づ い て 、 マ ー カ 情 報 、 三 次 元 モ デ ル

及 び オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 等 の 各 種 の 情 報 を 作 成 し 、 デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ に 登 録 ・ 蓄 積 す る 。

ま た 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ に 登 録 ・ 蓄 積 さ れ た 各 種 の 情 報 を ネ ッ ト ワ

ー ク ５ 又 は 任 意 の 記 憶 媒 体 を 介 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 端 末 装 置 ３ 、 ４ に 提 供 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 静 止 画 デ ー タ は 、 現 実 空 間 に お け る 現 場 に 存 在 す る 任 意 の 物 体 を 被 写 体 と し て 、 様 々 な

撮 影 位 置 、 撮 影 角 度 、 撮 影 画 角 に て 撮 影 し た も の で あ り 、 任 意 の デ ー タ 形 式 で 記 録 さ れ た

デ ー タ で あ る 。 静 止 画 デ ー タ は 、 二 次 元 画 像 で あ り 、 現 場 を 動 画 と し て 撮 影 し た 動 画 デ ー

タ か ら 抽 出 さ れ た も の で も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 静 止 画 デ ー タ （ 動 画 デ ー タ で も よ い ） の 撮 影 は 、 第 １ の ユ ー ザ １ １ が 現 場 に て 作 業 す る

前 で あ れ ば 任 意 の タ イ ミ ン グ で 行 わ れ れ ば よ い 。 そ の 際 、 第 １ の 端 末 装 置 ３ が 備 え る カ メ

ラ を 用 い て 撮 影 さ れ て も よ い し 、 遠 隔 操 作 可 能 又 は 自 律 移 動 可 能 な ロ ボ ッ ト や ド ロ ー ン 等

が 備 え る カ メ ラ を 用 い て 撮 影 さ れ て も よ い 。 カ メ ラ は 、 カ ラ ー 画 像 を 撮 影 す る も の が 好 ま

し い 。 ま た 、 カ メ ラ は 、 所 定 の 視 野 角 を 有 す る 可 視 光 カ メ ラ が 好 ま し い が 、 例 え ば 、 広 角

カ メ ラ （ 全 天 球 カ メ ラ 、 パ ノ ラ マ カ メ ラ 、 魚 眼 カ メ ラ ） で も よ い し 、 赤 外 線 カ メ ラ 、 暗 視

カ メ ラ 等 で も よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 三 次 元 モ デ ル は 、 複 数 の 静 止 画 デ ー タ に 対 し て 、 フ ォ ト グ ラ メ ト リ や Ｓ ｆ Ｍ （ Ｓ ｔ ｒ ｕ

ｃ ｔ ｕ ｒ ｅ 　 ｆ ｒ ｏ ｍ 　 Ｍ ｏ ｔ ｉ ｏ ｎ ） と 呼 ば れ る 画 像 処 理 を 行 う こ と で 、 複 数 の 静 止 画

デ ー タ か ら 抽 出 さ れ た 特 徴 点 を 相 互 に 対 応 さ せ て 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 静 止 画 デ ー タ

に 撮 影 さ れ た 現 実 空 間 を 、 点 群 デ ー タ も し く は メ ッ シ ュ デ ー タ と し て 三 次 元 デ ー タ 化 し た

も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 マ ー カ 情 報 は 、 現 実 空 間 の 対 象 物 に 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ る た め の 情 報 で

あ る 。 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 は 、 仮 想 空 間 の 対 象 物 に 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ る た

め の 情 報 で あ る 。 対 象 物 は 、 現 場 に 存 在 す る 様 々 な 物 体 の う ち 、 作 業 の 対 象 や 注 意 の 対 象

と な る よ う な 特 定 の 物 体 で あ る 。 な お 、 対 象 物 は 、 物 体 の 一 部 や 複 数 の 物 体 を １ つ の 対 象

物 と し て 扱 っ て も よ い し 、 例 え ば 、 壁 、 床 、 天 井 等 の 構 造 物 で も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 第 １ の 端 末 装 置 ３ は 、 拡 張 現 実 （ Ａ Ｒ ） 又 は 複 合 現 実 （ Ｍ Ｒ ） を 実 現 可 能 な 装 置 で あ り

、 例 え ば 、 ス マ ー ト フ ォ ン 、 タ ブ レ ッ ト 端 末 等 の 携 帯 機 器 、 ス マ ー ト グ ラ ス 、 透 過 型 の ヘ

ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ 等 の ウ ェ ア ラ ブ ル 機 器 で 構 成 さ れ る 。 第 １ の 端 末 装 置 ３ は 、 第

１ の ユ ー ザ １ １ が 現 実 空 間 の 現 場 を 視 認 し な が ら 作 業 を 行 う 際 に 、 情 報 処 理 装 置 ２ か ら 提

供 さ れ た マ ー カ 情 報 に 基 づ く 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 現 実 空 間 の 対 象 物 に 重 畳 表 示 す る こ と
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で 第 １ の ユ ー ザ １ １ を 支 援 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 第 ２ の 端 末 装 置 ４ は 、 仮 想 現 実 （ Ｖ Ｒ ） を 実 現 可 能 な 装 置 で あ り 、 例 え ば 、 非 透 過 型 の

ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ 等 の ウ ェ ア ラ ブ ル 機 器 で 構 成 さ れ る 。 第 ２ の 端 末 装 置 ４ は 、

第 ２ の ユ ー ザ １ ２ が 仮 想 空 間 の 現 場 を 視 認 し な が ら 作 業 を 行 う 際 に 、 情 報 処 理 装 置 ２ か ら

提 供 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 に 基 づ く 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 仮 想 空 間 の 対 象 物 に 重 畳 表 示

す る こ と で 第 ２ の ユ ー ザ １ ２ を 支 援 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

（ 情 報 処 理 装 置 ２ ）

　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 情 報 処 理 装 置 ２ の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 情 報 処 理 装

置 ２ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ 、 Ｓ Ｄ Ｄ 、 メ モ リ 等 に よ り 構 成 さ れ る 記 憶 部 ２ ０ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｍ Ｐ Ｕ 、 Ｇ

Ｐ Ｕ 等 の プ ロ セ ッ サ に よ り 構 成 さ れ る 制 御 部 ２ １ と 、 キ ー ボ ー ド 、 マ ウ ス 、 マ イ ク 等 に よ

り 構 成 さ れ る 入 力 部 ２ ２ と 、 デ ィ ス プ レ イ 、 ス ピ ー カ 等 に よ り 構 成 さ れ る 出 力 部 ２ ３ と 、

ネ ッ ト ワ ー ク ５ と の 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ る 通 信 部 ２ ４ と 、 Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ 、 メ モ リ カ

ー ド 、 Ｄ Ｖ Ｄ 等 の 記 録 媒 体 や ス キ ャ ナ 、 プ リ ン タ 等 の 外 部 機 器 と の 接 続 イ ン タ ー フ ェ ー ス

で あ る 機 器 接 続 部 ２ ５ と を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 記 憶 部 ２ ０ に は 、 デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ の 他 に 、 情 報 処 理 装 置 ２ の 動 作 を 制 御 す る 情 報 処

理 プ ロ グ ラ ム ２ ０ １ が 記 憶 さ れ て い る 。 な お 、 情 報 処 理 装 置 ２ に よ る 管 理 対 象 の 現 場 は 、

複 数 の 現 場 で も よ く 、 そ の 場 合 に は 、 デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ は 、 各 種 の 情 報 を 現 場 別 に 管 理

さ れ る よ う に す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 制 御 部 ２ １ は 、 情 報 処 理 プ ロ グ ラ ム ２ ０ １ を 実 行 す る こ と に よ り 、 デ ー タ 取 得 部 ２ １ ０

、 マ ー カ 情 報 作 成 部 ２ １ １ 、 三 次 元 モ デ ル 作 成 部 ２ １ ２ 、 及 び 、 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 部

２ １ ３ と し て 機 能 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 デ ー タ 取 得 部 ２ １ ０ は 、 現 実 空 間 を 撮 影 し た 複 数 の 静 止 画 デ ー タ を 、 例 え ば 、 通 信 部 ２

４ や 機 器 接 続 部 ２ ５ を 介 し て 取 得 し 、 デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ に 登 録 す る 。 ま た 、 デ ー タ 取 得

部 ２ １ ０ は 、 デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ に 登 録 済 み の 複 数 の 静 止 画 デ ー タ を 読 み 出 す こ と で 、 複

数 の 静 止 画 デ ー タ を 取 得 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 マ ー カ 情 報 作 成 部 ２ １ １ は 、 複 数 の 静 止 画 デ ー タ の う ち 少 な く と も １ つ の 静 止 画 デ ー タ

に 撮 影 さ れ た 対 象 物 に 対 応 付 け て 、 現 実 空 間 の 対 象 物 に 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ

せ る た め の マ ー カ 情 報 を 作 成 し 、 デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ に 登 録 す る 。 そ の 際 、 マ ー カ 情 報 は

、 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 す る と き の 表 示 態 様 と し て 、 例 え ば 、 サ イ ズ 、 目 印 、 模

様 、 色 、 文 字 列 等 が 設 定 さ れ る 。 な お 、 対 象 物 が 複 数 存 在 す る 場 合 に は 、 複 数 の 対 象 物 に

そ れ ぞ れ 対 応 付 け て 複 数 の マ ー カ 情 報 が 作 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 例 え ば 、 マ ー カ 情 報 作 成 部 ２ １ １ は 、 対 象 物 が 撮 影 さ れ た 静 止 画 デ ー タ の 選 択 と 、 当 該

対 象 物 が 撮 影 さ れ た 対 象 物 範 囲 の 指 定 と を 入 力 部 ２ ２ を 介 し て 受 け 付 け て 、 そ の 選 択 に 基

づ く 静 止 画 デ ー タ の う ち そ の 指 定 に 基 づ く 対 象 物 範 囲 に 含 ま れ る 対 象 物 の 特 徴 点 を 抽 出 し

、 当 該 特 徴 点 に 対 応 付 け て マ ー カ 情 報 を 作 成 す る 。 ま た 、 マ ー カ 情 報 作 成 部 ２ １ １ は 、 対

象 物 を 探 索 す る た め の 探 索 条 件 （ 例 え ば 、 特 定 の 文 字 列 や 形 状 等 ） の 設 定 を 入 力 部 ２ ２ を

介 し て 受 け 付 け て 、 そ の 設 定 に 基 づ く 探 索 条 件 に 従 っ て 静 止 画 デ ー タ に 含 ま れ る 対 象 物 を

探 索 す る 画 像 処 理 （ 機 械 学 習 を 用 い て も よ い ） を 行 い 、 そ の 画 像 処 理 に よ り 探 索 さ れ た 対

象 物 の 特 徴 点 を 抽 出 し 、 当 該 特 徴 点 に 対 応 付 け て マ ー カ 情 報 を 作 成 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 三 次 元 モ デ ル 作 成 部 ２ １ ２ は 、 複 数 の 静 止 画 デ ー タ に 基 づ い て 現 実 空 間 の 三 次 元 モ デ ル

を 作 成 し 、 デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ に 登 録 す る 。 三 次 元 モ デ ル 作 成 部 ２ １ ２ は 、 例 え ば 、 フ ォ

ト グ ラ メ ト リ や Ｓ ｆ Ｍ と 呼 ば れ る 画 像 処 理 を 行 う こ と で 、 三 次 元 モ デ ル を 作 成 す る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】

　 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 部 ２ １ ３ は 、 三 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 対 象 物 に 対 応 付 け て 、 三 次

元 モ デ ル に 基 づ い て 表 示 さ れ る 仮 想 空 間 の 対 象 物 に 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ る

た め の オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 を 作 成 す る 。 具 体 的 に は 、 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 部 ２ １ ３ は 、 三

次 元 モ デ ル の 位 置 座 標 系 に お い て 、 マ ー カ 情 報 を 作 成 し た 対 象 物 （ 例 え ば 、 対 象 物 の 位 置

、 範 囲 等 ） を 特 定 し 、 当 該 対 象 物 に 対 応 付 け て オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 を 作 成 し 、 デ ー タ ベ ー ス

２ ０ ０ に 登 録 す る 。 そ の 際 、 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 は 、 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 す る と

き の 表 示 態 様 と し て 、 例 え ば 、 サ イ ズ 、 目 印 、 模 様 、 色 、 文 字 列 等 が 設 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 な お 、 同 一 の 対 象 物 に 対 応 付 け ら れ た マ ー カ 情 報 及 び オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 は 、 第 １ の 仮 想

イ メ ー ジ 及 び 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ の 表 示 態 様 と し て 、 共 通 の 表 示 態 様 が 設 定 さ れ る の が 好

ま し い 。 ま た 、 デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ の 一 部 又 は 全 部 が 、 記 憶 部 ２ ０ に 代 え て 、 例 え ば 、 外

部 の 記 憶 装 置 （ 複 数 で も よ い ） や 記 憶 媒 体 （ 複 数 で も よ い ） に 記 憶 さ れ て い て も よ く 、 そ

の 場 合 に は 、 制 御 部 ２ １ は 、 通 信 部 ２ ４ や 機 器 接 続 部 ２ ５ を 介 し て デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ に

ア ク セ ス す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

（ 第 １ の 端 末 装 置 ３ ）

　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 １ の 端 末 装 置 ３ の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 第 １ の 端

末 装 置 ３ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ 、 Ｓ Ｄ Ｄ 、 メ モ リ 等 に よ り 構 成 さ れ る 記 憶 部 ３ ０ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｍ Ｐ Ｕ

、 Ｇ Ｐ Ｕ 等 の プ ロ セ ッ サ に よ り 構 成 さ れ る 制 御 部 ３ １ と 、 タ ッ チ パ ネ ル 、 マ イ ク 、 コ ン ト

ロ ー ラ 等 に よ り 構 成 さ れ る 入 力 部 ３ ２ と 、 デ ィ ス プ レ イ 、 ス ピ ー カ 等 に よ り 構 成 さ れ る 出

力 部 ３ ３ と 、 ネ ッ ト ワ ー ク ５ と の 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ る 通 信 部 ３ ４ と 、 Ｕ Ｓ Ｂ メ モ

リ 、 メ モ リ カ ー ド 、 Ｄ Ｖ Ｄ 等 の 記 録 媒 体 や ス キ ャ ナ 、 プ リ ン タ 等 の 外 部 機 器 と の 接 続 イ ン

タ ー フ ェ ー ス で あ る 機 器 接 続 部 ３ ５ と 、 自 装 置 の 位 置 、 加 速 度 、 角 速 度 、 姿 勢 等 を 検 出 す

る セ ン サ 群 ３ ６ と 、 静 止 画 及 び 動 画 を 撮 影 可 能 な カ メ ラ ３ ７ と を 備 え る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 記 憶 部 ３ ０ に は 、 情 報 処 理 装 置 ２ か ら 提 供 さ れ た マ ー カ 情 報 等 が 登 録 可 能 な デ ー タ ベ ー

ス ３ ０ ０ と 、 情 報 処 理 装 置 ２ の 動 作 を 制 御 す る 第 １ の 表 示 処 理 プ ロ グ ラ ム ３ ０ １ と が 記 憶

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 制 御 部 ３ １ は 、 第 １ の 表 示 処 理 プ ロ グ ラ ム ３ ０ １ を 実 行 す る こ と に よ り 、 第 １ の 表 示 処

理 部 ３ １ ０ と し て 機 能 す る 。 第 １ の 表 示 処 理 部 ３ １ ０ は 、 カ メ ラ ３ ７ で 現 実 空 間 を 撮 影 し

た と き の 撮 影 範 囲 に 対 象 物 の 特 徴 点 が 含 ま れ る と き 、 当 該 特 徴 点 に 対 応 付 け ら れ た マ ー カ

情 報 に 基 づ く 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 現 実 空 間 の 対 象 物 に 重 畳 表 示 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

（ 第 ２ の 端 末 装 置 ４ ）

　 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 ２ の 端 末 装 置 ４ の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 第 ２ の 端

末 装 置 ４ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ 、 Ｓ Ｄ Ｄ 、 メ モ リ 等 に よ り 構 成 さ れ る 記 憶 部 ４ ０ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｍ Ｐ Ｕ

、 Ｇ Ｐ Ｕ 等 の プ ロ セ ッ サ に よ り 構 成 さ れ る 制 御 部 ４ １ と 、 タ ッ チ パ ネ ル 、 マ イ ク 、 コ ン ト

ロ ー ラ 等 に よ り 構 成 さ れ る 入 力 部 ４ ２ と 、 デ ィ ス プ レ イ 、 ス ピ ー カ 等 に よ り 構 成 さ れ る 出

力 部 ４ ３ と 、 ネ ッ ト ワ ー ク ５ と の 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ る 通 信 部 ４ ４ と 、 Ｕ Ｓ Ｂ メ モ

リ 、 メ モ リ カ ー ド 、 Ｄ Ｖ Ｄ 等 の 記 録 媒 体 や ス キ ャ ナ 、 プ リ ン タ 等 の 外 部 機 器 と の 接 続 イ ン

タ ー フ ェ ー ス で あ る 機 器 接 続 部 ４ ５ と 、 自 装 置 の 位 置 、 加 速 度 、 角 速 度 、 姿 勢 等 を 検 出 す

る セ ン サ 群 ４ ６ と を 備 え る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 記 憶 部 ４ ０ に は 、 情 報 処 理 装 置 ２ か ら 提 供 さ れ た 三 次 元 モ デ ル 、 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 等 が

登 録 可 能 な デ ー タ ベ ー ス ４ ０ ０ と 、 情 報 処 理 装 置 ２ の 動 作 を 制 御 す る 第 ２ の 表 示 処 理 プ ロ

グ ラ ム ４ ０ １ と が 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 制 御 部 ４ １ は 、 第 ２ の 表 示 処 理 プ ロ グ ラ ム ４ ０ １ を 実 行 す る こ と に よ り 、 第 ２ の 表 示 処
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理 部 ４ １ ０ と し て 機 能 す る 。 第 ２ の 表 示 処 理 部 ４ １ ０ は 、 三 次 元 モ デ ル に 基 づ い て 仮 想 空

間 を 表 示 し た と き の 表 示 範 囲 に 対 象 物 が 含 ま れ る と き 、 当 該 対 象 物 に 対 応 付 け ら れ た オ ブ

ジ ェ ク ト 情 報 に 基 づ く 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 仮 想 空 間 の 対 象 物 に 重 畳 表 示 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

（ 情 報 処 理 方 法 ）

　 情 報 処 理 装 置 ２ に よ り 実 現 さ れ る 各 種 の 情 報 （ マ ー カ 情 報 、 三 次 元 モ デ ル 及 び オ ブ ジ ェ

ク ト 情 報 ） を 作 成 す る と き の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 情 報 処 理 装 置 ２ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

こ こ で は 、 複 数 の 静 止 画 デ ー タ が デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ に 登 録 済 み で あ り 、 デ ー タ 作 成 者 １

０ が 、 情 報 処 理 装 置 ２ に 表 示 さ れ た 各 種 の 表 示 画 面 を 操 作 し な が ら 、 各 種 の 情 報 を 作 成 す

る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ （ デ ー タ 取 得 工 程 ） に て 、 情 報 処 理 装 置 ２ の デ ー タ 取 得 部 ２ １

０ は 、 例 え ば 、 デ ー タ 作 成 者 １ ０ が 、 処 理 対 象 と す る 複 数 の 静 止 画 デ ー タ を 指 定 す る 入 力

操 作 を 受 け 付 け る と 、 そ の 入 力 操 作 に 基 づ い て デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ を 参 照 す る こ と で 、 複

数 の 静 止 画 デ ー タ を 取 得 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ ～ Ｓ １ １ ２ （ マ ー カ 情 報 作 成 工 程 ） に て 、 マ ー カ 情 報 作 成 部 ２

１ １ は 、 複 数 の 静 止 画 デ ー タ の う ち 少 な く と も １ つ の 静 止 画 デ ー タ に 撮 影 さ れ た 対 象 物 に

対 応 付 け て 、 マ ー カ 情 報 を 作 成 し 、 デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ に 登 録 す る 。 具 体 的 に は 、 ス テ ッ

プ Ｓ １ １ ０ に て 、 マ ー カ 情 報 作 成 部 ２ １ １ は 、 デ ー タ 作 成 者 １ ０ に よ る 入 力 操 作 を 受 け 付

け る た め の マ ー カ 情 報 作 成 画 面 ２ ６ を 表 示 す る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 図 ６ は 、 マ ー カ 情 報 作 成 画 面 ２ ６ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 マ ー カ 情 報 作 成 画 面 ２ ６ は 、

複 数 の 静 止 画 デ ー タ を 表 示 す る 静 止 画 デ ー タ 表 示 領 域 ２ ６ ０ と 、 対 象 物 が 撮 影 さ れ た 静 止

画 デ ー タ を 選 択 す る 選 択 枠 ２ ６ １ と 、 選 択 さ れ た 静 止 画 デ ー タ を 表 示 す る 選 択 表 示 領 域 ２

６ ２ と 、 対 象 物 が 撮 影 さ れ た 対 象 物 範 囲 を 指 定 す る 指 定 枠 ２ ６ ３ と 、 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ

の 表 示 態 様 を 設 定 す る 表 示 態 様 設 定 ボ タ ン ２ ６ ４ と 、 マ ー カ 情 報 の 作 成 を 指 示 す る マ ー カ

情 報 作 成 ボ タ ン ２ ６ ５ と を 備 え る 。 表 示 態 様 設 定 ボ タ ン ２ ６ ４ が 押 下 さ れ た 場 合 に は 、 表

示 態 様 設 定 画 面 （ 不 図 示 ） が さ ら に 表 示 さ れ て 、 そ の 表 示 態 様 設 定 画 面 に て 第 １ の 仮 想 イ

メ ー ジ の 表 示 態 様 が 編 集 可 能 に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ５ に 戻 り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ に て 、 マ ー カ 情 報 作 成 部 ２ １ １ は 、 マ ー カ 情 報 作 成 画 面

２ ６ に お い て マ ー カ 情 報 作 成 ボ タ ン ２ ６ ５ を 押 下 す る 入 力 操 作 を 受 け 付 け る と 、 選 択 枠 ２

６ １ に て 選 択 さ れ た 静 止 画 デ ー タ の う ち 指 定 枠 ２ ６ ３ に て 指 定 さ れ た 対 象 物 範 囲 に 含 ま れ

る 対 象 物 の 特 徴 点 を 抽 出 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ に て 、 マ ー カ 情 報 作 成 部 ２ １ １

は 、 そ の 抽 出 し た 特 徴 点 に 対 応 付 け て マ ー カ 情 報 を 作 成 す る と と も に 、 表 示 態 様 設 定 画 面

に て 入 力 さ れ た 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ の 表 示 態 様 を そ の マ ー カ 情 報 に 設 定 す る 。 特 徴 点 は 、

例 え ば 、 複 数 が 抽 出 さ れ て 、 そ れ ら の 位 置 関 係 や 特 徴 が 、 マ ー カ 情 報 と し て 記 録 さ れ る 。

な お 、 対 象 物 が 複 数 存 在 す る 場 合 に は 、 上 記 の 処 理 が 繰 り 返 し 行 わ れ る こ と で 、 複 数 の マ

ー カ 情 報 が 作 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ～ Ｓ １ ２ ３ （ 三 次 元 モ デ ル 作 成 工 程 ） に て 、 三 次 元 モ デ ル 作 成

部 ２ １ ２ は 、 複 数 の 静 止 画 デ ー タ に 基 づ い て 現 実 空 間 の 三 次 元 モ デ ル を 作 成 し 、 デ ー タ ベ

ー ス ２ ０ ０ に 登 録 す る 。 具 体 的 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ に て 、 三 次 元 モ デ ル 作 成 部 ２ １ ２

は 、 デ ー タ 作 成 者 １ ０ に よ る 入 力 操 作 を 受 け 付 け る た め の 三 次 元 モ デ ル 作 成 画 面 ２ ７ を 表

示 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ７ は 、 三 次 元 モ デ ル 作 成 画 面 ２ ７ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 三 次 元 モ デ ル 作 成 画 面 ２ ７

10

20

30

40

50



(9) JP  7219932  B1  2023.2.9

は 、 複 数 の 静 止 画 デ ー タ を 表 示 す る 静 止 画 デ ー タ 表 示 領 域 ２ ７ ０ と 、 三 次 元 モ デ ル を 作 成

す る 際 の モ デ ル 作 成 パ ラ メ ー タ を 設 定 す る パ ラ メ ー タ 設 定 ボ タ ン ２ ７ １ と 、 三 次 元 モ デ ル

の 作 成 を 指 示 す る 三 次 元 モ デ ル 作 成 ボ タ ン ２ ７ ２ と 、 三 次 元 モ デ ル の 作 成 結 果 を 表 示 す る

三 次 元 モ デ ル 表 示 領 域 ２ ７ ３ と を 備 え る 。 パ ラ メ ー タ 設 定 ボ タ ン ２ ７ １ が 押 下 さ れ た 場 合

に は 、 パ ラ メ ー タ 設 定 画 面 （ 不 図 示 ） が さ ら に 表 示 さ れ て 、 そ の パ ラ メ ー タ 設 定 画 面 に て

モ デ ル 作 成 パ ラ メ ー タ が 編 集 可 能 に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ５ に 戻 り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ に て 、 三 次 元 モ デ ル 作 成 部 ２ １ ２ は 、 三 次 元 モ デ ル 作 成

画 面 ２ ７ に お い て 三 次 元 モ デ ル 作 成 ボ タ ン ２ ７ ２ を 押 下 す る 入 力 操 作 を 受 け 付 け る と 、 静

止 画 デ ー タ の 各 々 に 対 し て 画 像 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 特 徴 点 を 抽 出 す る 。 そ し て 、 ス テ

ッ プ Ｓ １ ２ ２ に て 、 三 次 元 モ デ ル 作 成 部 ２ １ ２ は 静 止 画 デ ー タ の 各 々 か ら 抽 出 さ れ た 特 徴

点 を マ ッ チ ン グ さ せ て 、 静 止 画 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 三 次 元 モ デ ル を 作 成 し 、 ス テ ッ プ

Ｓ １ ２ ３ に て 、 三 次 元 モ デ ル の サ イ ズ を 調 節 し 、 三 次 元 モ デ ル の 位 置 座 標 系 を 設 定 す る 。

そ の 結 果 と し て 作 成 さ れ た 三 次 元 モ デ ル は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 三 次 元 モ デ ル 表 示 領 域 ２

７ ３ に 表 示 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ ～ Ｓ １ ３ ２ （ オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 工 程 ） に て 、 オ ブ ジ ェ ク ト

情 報 作 成 部 ２ １ ３ は 、 三 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 対 象 物 に 対 応 付 け て 、 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 を

作 成 し 、 デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ に 登 録 す る 。 具 体 的 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ に て 、 オ ブ ジ ェ

ク ト 情 報 作 成 部 ２ １ ３ は 、 デ ー タ 作 成 者 １ ０ に よ る 入 力 操 作 を 受 け 付 け る た め の オ ブ ジ ェ

ク ト 情 報 作 成 画 面 ２ ８ を 表 示 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ８ は 、 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 画 面 ２ ８ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成

画 面 ２ ８ は 、 三 次 元 モ デ ル を 表 示 す る 三 次 元 モ デ ル 表 示 領 域 ２ ８ ０ と 、 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報

の 作 成 を 指 示 す る オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 ボ タ ン ２ ８ １ と 、 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 の 作 成 結 果 を

表 示 す る オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 表 示 領 域 ２ ８ ２ と を 備 え る 。 な お 、 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 画 面

２ ８ は 、 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ の 表 示 態 様 を 設 定 す る 表 示 態 様 設 定 ボ タ ン を 備 え て い て も よ

い 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 図 ５ に 戻 り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ に て 、 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 部 ２ １ ３ は 、 オ ブ ジ ェ ク ト

情 報 作 成 画 面 ２ ８ に お い て オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 ボ タ ン ２ ８ １ を 押 下 す る 入 力 操 作 を 受 け

付 け る と 、 三 次 元 モ デ ル の 位 置 座 標 系 に お い て 、 マ ー カ 情 報 を 作 成 し た 対 象 物 に 対 応 す る

位 置 や 範 囲 を 特 定 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ２ に て 、 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 部 ２ １ ３

は 、 そ の 特 定 し た 対 象 物 に 対 応 付 け て オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 を 作 成 す る と と も に 、 三 次 元 モ デ

ル に 合 わ せ て 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ の サ イ ズ を 調 整 し た 上 で 、 マ ー カ 情 報 と 共 通 の 表 示 態 様

を そ の オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 に 設 定 す る 。 そ の 結 果 と し て 作 成 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 は 、 図

８ に 示 す よ う に 、 オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 表 示 領 域 ２ ８ ２ に 表 示 さ れ る 。 な お 、 対 象 物 が 複 数 存

在 す る 場 合 に は 、 上 記 の 処 理 が 繰 り 返 し 行 わ れ る こ と で 、 複 数 の オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 が 作 成

さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 以 上 の よ う に し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 情 報 処 理 装 置 ２ 及 び 情 報 処 理 方 法 に よ れ ば 、 現 実

空 間 を 撮 影 し た 複 数 の 静 止 画 デ ー タ か ら 、 現 実 空 間 の 対 象 物 に 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ （ Ａ Ｒ

表 示 又 は Ｍ Ｒ 表 示 ） を 重 畳 表 示 さ せ る た め の マ ー カ 情 報 と 、 現 実 空 間 の 三 次 元 モ デ ル と 、

現 実 空 間 の 三 次 元 モ デ ル に 基 づ い て 表 示 さ れ る 仮 想 空 間 の 対 象 物 に 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を

重 畳 表 示 さ せ る た め の オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 （ Ｖ Ｒ 表 示 ） と が 作 成 さ れ る 。 そ の た め 、 現 実 空

間 を 撮 影 し た 複 数 の 静 止 画 デ ー タ を 用 意 す る こ と で 、 現 実 空 間 に 対 す る マ ー カ 情 報 と 、 仮

想 空 間 に 対 す る 三 次 元 モ デ ル 及 び オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 と が 作 成 さ れ る の で 、 現 実 空 間 と 仮 想

空 間 と の 間 で 簡 便 に 情 報 共 有 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 次 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 端 末 装 置 ３ 、 ４ に よ り 実 現 さ れ る 各 種 の 情 報 （ マ ー カ 情 報 、 三 次
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元 モ デ ル 及 び オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 ） を 表 示 す る と き の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 図 ９ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 及 び 第 ２ の 端 末 装 置 ３ 、 ４ の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ

ャ ー ト で あ る 。 こ こ で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の ユ ー ザ １ １ 、 １ ２ が 、 第 １ 及 び 第 ２ の 端 末 装 置

３ 、 ４ を そ れ ぞ れ 使 用 し て 、 原 子 力 発 電 所 （ 現 場 ） に て 廃 炉 に 関 す る 作 業 を 行 う 場 合 に つ

い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ 、 Ｓ ２ ０ １ に て 、 第 １ の 端 末 装 置 ３ は 、 作 業 を 行 う 現 場 の マ ー

カ 情 報 を 、 例 え ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク ５ 又 は 任 意 の 記 憶 媒 体 を 介 し て 情 報 処 理 装 置 ２ か ら 取 得

し 、 デ ー タ ベ ー ス ３ ０ ０ に 登 録 す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ０ 、 Ｓ ３ ０ １ に て 、 第 ２ の 端 末 装 置 ４ は 、 作 業 を 行 う 現 場 の 三 次

元 モ デ ル 及 び オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 を 、 例 え ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク ５ 又 は 任 意 の 記 憶 媒 体 を 介 し て

情 報 処 理 装 置 ２ か ら 取 得 し 、 デ ー タ ベ ー ス ４ ０ ０ に 登 録 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ に て 、 第 １ の 端 末 装 置 ３ の 第 １ の 表 示 処 理 部 ３ １ ０ は 、 第 １ の

ユ ー ザ １ １ に よ る 第 １ の 表 示 処 理 を 開 始 す る 入 力 操 作 を 受 け 付 け る と 、 カ メ ラ ３ ７ に よ り

現 実 空 間 の 現 場 を 撮 影 し 、 そ の 撮 影 し た 撮 影 範 囲 に 、 デ ー タ ベ ー ス ３ ０ ０ に 登 録 さ れ た マ

ー カ 情 報 に お け る 対 象 物 の 特 徴 点 が 含 ま れ て い る か 否 か を 監 視 す る 。 こ の と き 、 第 １ の ユ

ー ザ １ １ は 、 例 え ば 、 作 業 を 行 う 際 に 注 意 を 要 す る 対 象 物 が 周 囲 に 存 在 す る か 否 か を 確 認

す る た め に 、 自 身 の 位 置 や カ メ ラ ３ ７ の 向 き を 変 更 す る こ と に 応 じ て 、 カ メ ラ ３ ７ に よ り

撮 影 さ れ る 現 実 空 間 の 撮 影 範 囲 が 更 新 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ に て 、 第 １ の 表 示 処 理 部 ３ １ ０ が 、 カ メ ラ ３ ７ に よ る 現 実 空

間 の 撮 影 範 囲 に 対 象 物 の 特 徴 点 が 含 ま れ て い る こ と を 検 知 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ １ に

て 、 そ の 検 知 し た 特 徴 点 に 対 応 付 け ら れ た マ ー カ 情 報 に 基 づ く 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 、 そ

の 対 象 物 の 位 置 に 合 わ せ て 重 畳 表 示 す る 。 そ の 結 果 、 第 １ の 端 末 装 置 ３ に は 、 Ａ Ｒ 表 示 画

面 ３ ８ が 表 示 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ 、 Ｓ ２ １ １ が 第 １ の 表 示 処 理 工 程 に 相 当 す る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 図 １ ０ は 、 現 実 空 間 の 対 象 物 に 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 し た Ａ Ｒ 表 示 画 面 ３ ８ の

一 例 を 示 す 図 で あ る 。 Ａ Ｒ 表 示 画 面 ３ ８ は 、 カ メ ラ ３ ７ で 撮 影 し た 現 実 空 間 の 対 象 物 １ ３

に 対 し て 、 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ と し て 、 強 調 枠 ３ ８ ０ と 、 吹 き 出 し ３ ８ １ と を 表 示 す る も

の で あ る 。 な お 、 Ａ Ｒ 表 示 画 面 ３ ８ に は 、 例 え ば 、 仮 想 空 間 の 現 場 に お け る 第 ２ の ユ ー ザ

１ ２ の 位 置 や 体 の 向 き を 示 す ア イ コ ン が 、 現 実 空 間 の 位 置 座 標 系 に 基 づ い て 表 示 さ れ て い

て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ に て 、 第 ２ の 端 末 装 置 ４ の 第 ２ の 表 示 処 理 部 ４ １ ０ は 、 第 ２ の

ユ ー ザ １ ２ に よ る 第 ２ の 表 示 処 理 を 開 始 す る 入 力 操 作 を 受 け 付 け る と 、 三 次 元 モ デ ル に 基

づ い て 仮 想 空 間 の 現 場 を 表 示 し 、 そ の 表 示 し た 表 示 範 囲 に 、 デ ー タ ベ ー ス ３ ０ ０ に 登 録 さ

れ た オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 に お け る 対 象 物 が 含 ま れ て い る か 否 か を 監 視 す る 。 こ の と き 、 第 ２

の ユ ー ザ １ ２ は 、 例 え ば 、 作 業 を 行 う 際 に 注 意 を 要 す る 対 象 物 が 周 囲 に 存 在 す る か 否 か を

確 認 す る た め に 、 自 身 の 位 置 や 体 の 向 き を 変 更 す る こ と に 応 じ て 、 三 次 元 モ デ ル に 基 づ い

て 出 力 部 ４ ３ （ 例 え ば 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ） に 表 示 さ れ る 仮 想 空 間 の 表 示 範 囲

が 更 新 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ に て 、 第 ２ の 表 示 処 理 部 ４ １ ０ が 、 仮 想 空 間 の 表 示 範 囲 に 対

象 物 が 含 ま れ て い る こ と を 検 知 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ １ に て 、 そ の 検 知 し た 対 象 物 に

対 応 付 け ら れ た オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 に 基 づ く 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 、 そ の 対 象 物 の 位 置 や 範

囲 に 合 わ せ て 重 畳 表 示 す る 。 そ の 結 果 、 第 １ の 端 末 装 置 ３ に は 、 Ｖ Ｒ 表 示 画 面 ４ ７ が 表 示

さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ 、 Ｓ ３ １ １ が 第 ２ の 表 示 処 理 工 程 に 相 当 す る 。

10

20

30

40

50



(11) JP  7219932  B1  2023.2.9

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 １ １ は 、 仮 想 空 間 の 対 象 物 に 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 し た Ｖ Ｒ 表 示 画 面 ４ ７ の

一 例 を 示 す 図 で あ る 。 Ｖ Ｒ 表 示 画 面 ４ ７ は 、 三 次 元 モ デ ル に 基 づ い て 表 示 さ れ た 仮 想 空 間

の 対 象 物 に 対 し て 、 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ と し て 、 強 調 枠 ４ ７ ０ と 、 吹 き 出 し ４ ７ １ と を 表

示 す る も の で あ る 。 な お 、 Ｖ Ｒ 表 示 画 面 ４ ７ に は 、 例 え ば 、 現 実 空 間 の 現 場 に お け る 第 １

の ユ ー ザ １ １ の 位 置 や 体 の 向 き を 示 す ア イ コ ン が 、 仮 想 空 間 の 位 置 座 標 系 に 基 づ い て 表 示

さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ 、 Ｓ ２ １ １ （ 第 １ の 表 示 処 理 工 程 ） と 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ 、 Ｓ ３ １ １

（ 第 ２ の 表 示 処 理 工 程 ） と が 並 行 し て 行 わ れ る こ と で 、 Ａ Ｒ 表 示 画 面 ３ ８ 及 び Ｖ Ｒ 表 示 画

面 ４ ７ に は 、 図 １ ０ 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 対 象 物 に 対 し て 注 意 を 促 す よ う な 第 １ 及 び 第

２ の 仮 想 イ メ ー ジ が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ の そ れ ぞ れ を 視 認

し た 第 １ 及 び 第 ２ の ユ ー ザ １ １ 、 １ ２ は 、 例 え ば 、 音 声 （ マ イ ク 、 ス ピ ー カ ） を 通 じ て 連

絡 し な が ら 所 定 の 作 業 を 行 う 。 そ し て 、 第 １ 及 び 第 ２ の ユ ー ザ １ １ 、 １ ２ に よ り 位 置 や 体

の 向 き が そ れ ぞ れ 変 更 さ れ る こ と に 応 じ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 端 末 装 置 ３ 、 ４ は 、 Ａ Ｒ 表 示

画 面 ３ ８ 及 び Ｖ Ｒ 表 示 画 面 ４ ７ を そ れ ぞ れ 更 新 す る 処 理 を 繰 り 返 し 行 う 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 以 上 の よ う に し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 及 び 第 ２ の 端 末 装 置 ３ 、 ４ に よ れ ば 、 現 実 空

間 を 撮 影 し た 複 数 の 静 止 画 デ ー タ か ら 作 成 さ れ た マ ー カ 情 報 、 三 次 元 モ デ ル 及 び オ ブ ジ ェ

ク ト 情 報 （ Ｖ Ｒ 表 示 ） に 基 づ い て 、 共 通 の 対 象 物 に 対 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ が

そ れ ぞ れ 表 示 さ れ る 。 す な わ ち 、 現 実 空 間 の 対 象 物 に 対 し て 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ が 重 畳 表

示 （ Ａ Ｒ 表 示 又 は Ｍ Ｒ 表 示 ） さ れ る と と も に 、 仮 想 空 間 の 対 象 物 に 対 し て 第 ２ の 仮 想 イ メ

ー ジ が 重 畳 表 示 （ Ｖ Ｒ 表 示 ） さ れ る 。 し た が っ て 、 現 実 空 間 と 仮 想 空 間 と の 間 で 簡 便 に 情

報 共 有 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

（ 他 の 実 施 形 態 ）

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も

の で は な く 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 上 記 実 施 形 態 で は 、 情 報 処 理 装 置 ２ が 備 え る 各 部 の 機 能 は 、 １ つ の 装 置 で 実 現 さ れ る も

の と し て 説 明 し た が 、 各 部 の 機 能 が 複 数 の 装 置 に 分 散 さ れ る こ と で 複 数 の 装 置 で 実 現 さ れ

る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 情 報 処 理 装 置 ２ が 備 え る 各 部 の 一 部 又 は 全 部 は 、 第 １ 又 は 第

２ の 端 末 装 置 ３ 、 ４ に よ り 実 現 さ れ て も よ く 、 そ の 場 合 に は 、 例 え ば 、 第 １ 又 は 第 ２ の 端

末 装 置 ３ 、 ４ の 制 御 部 ３ １ 、 ４ １ が 、 情 報 処 理 プ ロ グ ラ ム ２ ０ １ を 実 行 す る こ と で 、 情 報

処 理 装 置 ２ の 一 部 又 は 全 部 の 機 能 を 実 行 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 上 記 実 施 形 態 で は 、 情 報 処 理 シ ス テ ム １ が 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ

て 動 作 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 各 ス テ ッ プ の 実 行 順 序 を 適 宜 変 更 し て も よ い し 、 一

部 の ス テ ッ プ を 省 略 し て も よ い 。 図 ５ に お い て 、 例 え ば 、 事 前 の 設 定 等 に よ り 自 動 化 可 能

な 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ （ マ ー カ 情 報 作 成 画 面 ２ ６ の 表 示 ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ （

三 次 元 モ デ ル 作 成 画 面 ２ ７ ） 、 及 び 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ （ オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 画 面 ２ ８

の 表 示 ） の う ち 少 な く と も １ つ の ス テ ッ プ を 省 略 し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 又 は 第 ２ の 端 末 装 置 ３ 、 ４ は 、 情 報 処 理 装 置 ２ か ら 提 供 さ れ た

各 種 の 情 報 （ マ ー カ 情 報 、 三 次 元 モ デ ル 及 び オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 ） を 、 自 装 置 の 記 憶 部 ３ ０

、 ４ ０ （ デ ー タ ベ ー ス ３ ０ ０ 、 ４ ０ ０ ） に 記 憶 す る も の と し て 説 明 し た が 、 例 え ば 、 図 ９

に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て 動 作 す る 場 合 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク ５ を 介 し て 情 報 処 理 装 置 ２

の デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ０ か ら 適 時 に 取 得 （ 受 信 ） す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 上 記 実 施 形 態 で は 、 情 報 処 理 プ ロ グ ラ ム ２ ０ １ 、 第 １ の 表 示 処 理 プ ロ グ ラ ム ３ ０ １ 、 及

10

20

30

40

50



(12) JP  7219932  B1  2023.2.9

び 、 第 ２ の 表 示 処 理 プ ロ グ ラ ム ４ ０ １ は 、 記 憶 部 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ に 記 憶 さ れ た も の と し

て 説 明 し た が 、 イ ン ス ト ー ル 可 能 な 形 式 又 は 実 行 可 能 な 形 式 の フ ァ イ ル で Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ 、

Ｄ Ｖ Ｄ 等 の コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て 提 供 さ れ て も よ い 。 ま た

、 情 報 処 理 プ ロ グ ラ ム ２ ０ １ 、 第 １ の 表 示 処 理 プ ロ グ ラ ム ３ ０ １ 、 及 び 、 第 ２ の 表 示 処 理

プ ロ グ ラ ム ４ ０ １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ 上 に 格 納 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク

経 由 で ダ ウ ン ロ ー ド さ せ る こ と に よ り 提 供 さ れ て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ７ 】

１ … 情 報 処 理 シ ス テ ム 、 ２ … 情 報 処 理 装 置 、 ３ … 第 １ の 端 末 装 置 、

４ … 第 ２ の 端 末 装 置 、 ５ … ネ ッ ト ワ ー ク 、

１ ０ … デ ー タ 作 成 者 、 １ １ … 第 １ の ユ ー ザ 、 １ ２ … 第 ２ の ユ ー ザ 、 １ ３ … 対 象 物 、

２ ０ … 記 憶 部 、 ２ １ … 制 御 部 、 ２ ２ … 入 力 部 、 ２ ３ … 出 力 部 、

２ ４ … 通 信 部 、 ２ ５ … 機 器 接 続 部 、 ２ ６ … マ ー カ 情 報 作 成 画 面 、

２ ７ … 三 次 元 モ デ ル 作 成 画 面 、 ２ ８ … オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 画 面 、

３ ０ … 記 憶 部 、 ３ １ … 制 御 部 、 ３ ２ … 入 力 部 、 ３ ３ … 出 力 部 、 ３ ４ … 通 信 部 、

３ ５ … 機 器 接 続 部 、 ３ ６ … セ ン サ 群 、 ３ ７ … カ メ ラ 、 ３ ８ … Ａ Ｒ 表 示 画 面 、

４ ０ … 記 憶 部 、 ４ １ … 制 御 部 、 ４ ２ … 入 力 部 、 ４ ３ … 出 力 部 、 ４ ４ … 通 信 部 、

４ ５ … 機 器 接 続 部 、 ４ ６ … セ ン サ 群 、 ４ ７ … Ｖ Ｒ 表 示 画 面 、

２ ０ ０ … デ ー タ ベ ー ス 、 ２ ０ １ … 情 報 処 理 プ ロ グ ラ ム 、

２ １ ０ … デ ー タ 取 得 部 、 ２ １ １ … マ ー カ 情 報 作 成 部 、

２ １ ２ … 三 次 元 モ デ ル 作 成 部 、 ２ １ ３ … オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 部 、

３ ０ ０ … デ ー タ ベ ー ス 、 ３ ０ １ … 第 １ の 表 示 処 理 プ ロ グ ラ ム 、

３ １ ０ … 第 １ の 表 示 処 理 部

４ ０ ０ … デ ー タ ベ ー ス 、 ４ ０ １ … 第 ２ の 表 示 処 理 プ ロ グ ラ ム 、

４ １ ０ … 第 ２ の 表 示 処 理 部

【 要 約 】

【 課 題 】 現 実 空 間 と 仮 想 空 間 と の 間 で 簡 便 に 情 報 共 有 を 行 う こ と を 可 能 と す る 情 報 処 理 方

法 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 情 報 処 理 方 法 は 、 現 実 空 間 を 撮 影 し た 複 数 の 静 止 画 デ ー タ を 取 得 す る デ ー タ

取 得 工 程 （ Ｓ １ ０ ０ ） と 、 複 数 の 静 止 画 デ ー タ の う ち 少 な く と も １ つ の 静 止 画 デ ー タ に 撮

影 さ れ た 対 象 物 に 対 応 付 け て 、 現 実 空 間 の 対 象 物 に 第 １ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ る

た め の マ ー カ 情 報 を 作 成 す る マ ー カ 情 報 作 成 工 程 （ Ｓ １ １ ０ ～ Ｓ １ １ ２ ） と 、 複 数 の 静 止

画 デ ー タ に 基 づ い て 現 実 空 間 の 三 次 元 モ デ ル を 作 成 す る 三 次 元 モ デ ル 作 成 工 程 （ Ｓ １ ２ ０

～ Ｓ １ ２ ３ ） と 、 三 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 対 象 物 に 対 応 付 け て 、 三 次 元 モ デ ル に 基 づ い て

表 示 さ れ る 仮 想 空 間 の 対 象 物 に 第 ２ の 仮 想 イ メ ー ジ を 重 畳 表 示 さ せ る た め の オ ブ ジ ェ ク ト

情 報 を 作 成 す る オ ブ ジ ェ ク ト 情 報 作 成 工 程 （ Ｓ １ ３ ０ ～ Ｓ １ ３ ２ ） と 、 を 有 す る 。

【 選 択 図 】 図 ５
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】



(15) JP  7219932  B1  2023.2.9

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】



(16) JP  7219932  B1  2023.2.9

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

特許法第３０条第２項適用　（１）一般社団法人日本原子力学会、２０２１年春の年会・予稿集（ダウンロード

）、令和　３年　３月　３日　（２）一般社団法人日本原子力学会、２０２１年春の年会（オンライン開催）、

令和　３年　３月１８日　（３）Ｐｈｙｓｉｃｓ　Ｏｐｅｎ、令和　３年　４月２０日　（４）Ｊｏｕｒｎａｌ

　ｏｆ　Ｎｕｃｌｅａｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、令和　３年１１月１５日　（５）

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構、福島研令和３年度　福島研究開発部門　成果報告会（集会での発表

）、令和　３年１２月　７日　（６）国立研究開発法人日本原子力研究開発機構、福島研令和３年度　福島研究

開発部門　成果報告会（ウェブサイトで発表資料公開）、令和　３年１２月　７日　（７）国立研究開発法人日

本原子力研究開発機構、福島研令和３年度　福島研究開発部門　成果報告会（ウェブサイトで追加資料公開）、

令和　４年　１月２１日

早期審査対象出願

　　審査官　橘　高志

(56)参考文献　米国特許出願公開第２０２１／０２４１５３２（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｇ０６Ｔ　　１９／００

　　　　　　　Ｇ０６Ｔ　　　７／００

　　　　　　　Ｇ０６Ｔ　　　７／５５


	bibliographic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

